
民
間
か
ら
の
提
言

①
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
交
通
シ
ス
テ
ム
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

１
－
は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
低
炭
素
社
会
に
向

け
た
交
通
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
知

見
を
踏
ま
え
て
、
横
浜
市
Ｃ
Ｏ
‐
D

O
3
0
の
交
通
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

を
通
じ
て
筆
者
が
感
じ
た
交
通
シ

ス
テ
ム
改
善
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
な
お
、

低
炭
素
社
会
の
交
通
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
地
球
推
進
費

Ｓ
‐
３
『
脱
温
暖
化
2
0
5
0
』
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
1
6
－
2
0
年

度
）
で
行
っ
た
日
本
の
交
通
シ
ナ
リ

オ
検
討
等
を
元
に
し
て
い
る
。

２

2
0
5
0
年

低
炭
素
交
通
研
究

　
『
脱
温
暖
化
2
0
5
0
』
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
欧
州
諸
国
に
お

い
て
長
期
の
温
暖
化
対
策
計
画
が

立
案
さ
れ
つ
つ
あ
る
動
き
を
踏
ま

え
て
、
わ
が
国
で
も
2
0
5
0
年

の
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
検

討
を
行
う
た
め
に
設
定
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
参
加
メ
ン
バ
ー
は
独
立
行
政
法

人
国
立
環
境
研
究
所
を
中
心
と
し

て
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
約
印
名

で
あ
る
。

①
7
0
％
削
減
の
目
標
値

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
欧
州

の
温
暖
化
対
策
長
期
計
画
の
例
に

な
ら
っ
て
2
0
5
0
年
に
1
9
9

0
年
比
6
O
～
8
0
％
削
減
と
し
た
。

目
標
設
定
チ
ー
ム
は
、
気
候
変
動

の
深
刻
な
影
響
を
避
け
る
た
め
に

必
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

世
界
全
体
の
水
準
を
元
に
、
先
進

国
と
途
上
国
の
間
で
の
割
り
当
て

の
考
え
方
を
複
数
示
し
、
長
期
目

標
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

9
0
％
を
超
え
る
削
減
が
必
要
と
の

厳
し
い
数
値
も
示
さ
れ
た
が
、
シ

ナ
リ
オ
チ
ー
ム
で
は
1
9
9
0
年

比
約
7
0
％
削
減
を
目
標
と
し
た
中

間
結
果
（
注
１
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
交
通
や
都
市
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
社
会

等
の
分
野
毎
の
検
討
に
お
い
て
は
。

一
律
に
印
～
8
0
％
削
減
（
後
に
約
7
0

％
削
減
）
を
削
減
目
標
と
し
た
。
部

門
別
の
割
り
当
て
は
明
示
的
に
は

行
わ
ず
、
シ
ナ
リ
オ
チ
ー
ム
が
各

分
野
の
成
果
を
元
に
削
減
策
の
組

み
合
わ
せ
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、

分
野
別
の
削
減
量
が
最
終
的
に
決

ま
る
形
と
な
っ
た
。

②
長
期
と
短
中
期
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
の
違
い

　
交
通
分
野
の
検
討
に
お
い
て
は
、

2
0
5
0
年
の
長
期
目
標
年
に
加

え
、
2
0
2
0
年
の
中
期
目
標
年

を
設
定
し
た
。
図
１
に
示
す
通
り
、

2
0
2
0
年
に
向
け
て
は
、
交
通

行
動
転
換
施
策
の
実
現
可
能
性
に

関
す
る
意
見
の
幅
が
大
き
い
と
考

え
、
技
術
普
及
を
メ
イ
ン
と
す
る

削
減
対
策
の
導
入
と
施
策
効
果
の

発
現
に
か
か
る
タ
イ
ム
ラ
グ
を
考

慮
し
た
シ
ナ
リ
オ
検
討
を
行
っ
た
。

2
0
5
0
年
に
向
け
て
は
、
大
幅

削
減
を
前
提
と
し
て
、
技
術
革
新

で
は
十
分
な
削
減
が
困
難
と
考
え

ら
れ
る
分
に
つ
い
て
は
交
通
行
動

変
化
に
よ
る
削
減
を
見
込
み
、
技

術
革
新
の
み
に
頼
る
よ
り
も
容
易

に
大
幅
削
減
を
実
現
可
能
な
対
策

を
組
合
せ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す

る
検
討
を
行
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
に
お
い
て
は
、
両

者
の
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ

て
描
か
れ
る
将
来
像
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ
く
、
交
通

行
動
転
換
施
策
を
含
む
短
中
期
の

交
通
対
策
の
包
括
的
な
見
直
し
を

検
討
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
交
通
シ

ス
テ
ム
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
長
期
を
見

据
え
た
短
中
期
の
方
向
性
が
目
指

す
べ
き
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
今
ま
で
ど
お
り
の
短
中
期
の
施

策
を
並
べ
て
、
2
0
5
0
年
に
大

幅
削
減
す
る
こ
と
は
困
難
と
す
る

こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
大
幅
削
減

を
う
た
っ
て
実
現
可
能
性
の
低
い

施
策
を
並
べ
続
け
て
お
く
こ
と
も

執
筆

社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
領
域

交
通
・
都
市
環
境
研
究
室
　
主
任
研
究
員

図１

長期と中期の

アプローチ
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容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
環
境

モ
デ
ル
都
市
の
５
要
件
「
大
幅
な
削

減
目
標
、
先
導
性
・
モ
デ
ル
性
、
地

域
適
応
性
、
取
り
組
み
の
持
続
性
、

実
現
可
能
性
」
に
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
、
大
幅
な
削
減
目
標

と
施
策
の
実
現
可
能
性
の
両
立
を

目
指
し
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

必
要
で
あ
る
。

　
近
年
、
低
炭
素
に
限
ら
ず
、
長
期

的
視
点
の
重
要
性
が
格
段
に
増
し

て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
右
肩

上
が
り
で
進
ん
で
き
た
時
代
は
曲

が
り
角
を
迎
え
、
人
口
減
少
や
資

源
制
約
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
発
展
を
支
え
て
き
た

制
度
や
慣
習
を
見
直
し
、
こ
れ
か

ら
の
発
展
を
導
く
制
度
や
慣
習
へ

と
作
り
変
え
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
ろ
う
。

③
多
面
的
な
対
策
が
必
要

　
大
幅
削
減
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
の
実
現
は
、
単
一
の
対
策
の
み

で
は
な
お
さ
ら
困
難
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
移
動
・
輸
送
の
頻
度
を
一

律
に
７
割
減
あ
る
い
は
移
動
距
離
、

距
離
あ
た
り
燃
料
消
費
量
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
量
あ
た
り
炭
素
含
有
量

の
い
ず
れ
か
を
７
割
減
と
す
る
こ

と
は
、
技
術
的
に
も
普
及
面
で
も

困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
比
べ
て
、
多
面
的
な
項

目
の
各
々
に
つ
い
て
Ｉ
～
２
割
の

削
減
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
大
幅
削
減
を
行
う

こ
と
の
方
が
、
技
術
的
に
も
普
及

面
で
も
実
現
可
能
性
が
高
い
と
予

想
さ
れ
る
。
多
面
的
な
対
策
は
、

見
た
目
が
シ
ン
プ
ル
で
な
く
、
導

入
に
必
要
な
条
件
が
複
雑
に
絡
み

合
う
。
そ
れ
故
に
実
現
可
能
性
が

低
下
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
条
件
整
理
を
行
っ
て
、

実
現
可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
研
究
で
は
、
図
２
に
示
す
構
造

で
、
項
目
を
分
類
し
た
。
工
夫
の

具
体
例
を
各
項
目
の
下
に
示
し
た
。

燃
料
中
の
炭
素
含
有
量
に
つ
い
て

は
、
バ
イ
オ
燃
料
の
活
用
や
、
電
力

利
用
の
際
に
太
陽
光
や
風
力
等
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ

と
を
指
し
て
い
る
。

　
燃
費
に
つ
い
て
は
、
車
両
単
体

の
性
能
と
共
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

等
の
運
転
方
法
も
影
響
す
る
。
ま

た
、
道
路
整
備
に
よ
る
混
雑
緩
和

が
対
策
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、

同
時
に
誘
発
交
通
を
発
生
さ
せ
、

総
合
的
に
は
悪
影
響
が
勝
る
場
合

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
注
２
）
。
し
た
が
っ
て
、
混
雑
緩

和
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
道
路

容
量
の
拡
大
に
比
較
し
て
公
共
交

通
利
用
促
進
等
の
自
動
車
交
通
量

削
減
策
の
方
が
よ
り
適
切
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
混
雑
す
る
場
所
・

時
間
で
は
自
動
車
を
使
用
し
な
い
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
を
活
用
す

る
な
ど
の
使
い
分
け
の
工
夫
が
効

果
的
で
あ
る
。

　
積
載
率
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ

ん
乗
せ
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
場

合
も
あ
る
た
め
、
適
切
な
大
き
さ

の
車
両
を
利
用
す
る
こ
と
も
効
果

的
で
あ
る
。
移
動
距
離
に
つ
い
て

は
、
交
通
手
段
に
適
し
た
距
離
が

あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
移
動
回
数
の
削
減
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
在
宅
勤
務
、
テ
レ
ビ
会
議

あ
る
い
は
近
場
で
の
徒
歩
な
ど
が

有
効
で
あ
る
。

④
地
域
特
性
に
応
じ
た
対
策

　
対
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、

現
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
実
現
可
能
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
特
性

に
応
じ
た
対
策
を
検
討
し
、
妥
当

な
削
減
見
込
み
量
を
見
積
も
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
地
域
別
の
交
通
か
ら
の
Ｃ
０
２

排
出
量
の
捉
え
方
に
は
、
域
内
の

走
行
量
を
元
に
し
た
も
の
、
域
内

で
の
燃
料
販
売
量
を
元
に
し
た
も

の
等
が
あ
る
。
筆
者
は
、
域
内
に

登
録
さ
れ
る
車
両
の
利
用
状
況
を

元
に
、
市
区
郡
別
の
排
出
量
を
推

計
し
た
（
注
３
）
。
従
来
の
手
法
に

比
較
し
て
、
対
策
の
影
響
範
囲
を

把
握
し
や
す
い
集
計
単
位
と
な
っ

て
お
り
、
地
理
的
に
詳
細
な
全
国

の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
優
れ
て
い
る
。

　
東
京
都
市
圏
と
京
阪
神
都
市
圏

の
1
0
万
人
以
上
の
規
模
の
市
区
で

は
お
よ
そ
年
間
一
人
当
た
り
１
・
０

ｔ
－
Ｃ
０
２
、
非
三
大
都
市
圏
の

３
０
万
人
未
満
の
市
区
で
は
お
よ

そ
年
間
一
人
当
た
り
２
・
Ｏ
ｔ
ｌ

Ｃ
０
２
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
市

区
郡
で
は
間
の
値
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
1
9
9
9
年
と
2
0
0
5

年
を
比
較
す
る
と
、
一
人
当
た
り

排
出
量
が
少
な
い
東
京
都
市
圏
と

京
阪
神
都
市
圏
の
1
0
万
人
以
上
の

市
区
お
よ
び
中
京
都
市
圏
と
非
三

大
都
市
圏
の
区
部
で
は
一
人
当
た

り
排
出
量
が
さ
ら
に
少
な
く
な
る

一
方
で
人
口
が
増
加
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
た
。
低
炭
素
化
に
向
か
っ

て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
低
炭
素

型
の
国
土
形
成
の
上
で
は
、
自
動

車
以
外
の
交
通
手
段
を
選
択
可
能

な
地
方
都
市
を
拡
大
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性
を
左
右
す

　
る
も
の

　
中
期
目
標
年
に
向
け
て
は
、
自

動
車
技
術
の
将
来
見
通
し
の
レ

ビ
ュ
ー
を
踏
ま
え
て
、
車
両
技
術

の
普
及
を
主
と
す
る
シ
ナ
リ
オ
を

構
築
し
た
。
燃
料
採
掘
か
ら
給
油

に
か
か
る
環
境
負
荷
を
含
め
た

W
e
l
l
t
oW
h
e
e
1
分
析
の
結
果
に

よ
る
と
、
燃
料
電
池
車
や
バ
イ
オ

燃
料
車
は
水
素
お
よ
び
バ
イ
オ
燃

料
の
生
成
経
路
に
よ
っ
て
効
率
が

大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
電
気
自

動
車
は
航
続
距
離
に
、
燃
料
電
池

図２

交通ＣＯ２排出の構造と
取り組み例
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（
注
３
）

　
松
橋
啓
介
、
工
藤
祐
揮
、
上
岡
直
見
．
森

口
祐
一
「
市
区
町
村
の
運
輸
部
門
Ｃ
０
２
排

出
量
の
推
計
手
法
に
関
す
る
比
較
研
究
」
環

境
シ
ス
テ
ム
研
究
論
文
集
、
３
２
、
２
３
５

～
２
４
２
（
2
0
0
4
）

（
注
２
）

　
「
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
道
路
政

策
会
議
報
告
」
（
２
０
０
５
・
1
2
）

（
注
１
）

　
2
0
5
0
日
本
低
炭
素
社
会
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
「
2
0
5
0
日
本
低
炭
素
社
会

シ
ナ
リ
オ
：
温
室
効
果
ガ
ス
7
0
％
削
減
可

能
性
検
討
」
　
（
２
０
０
７
・
２
）



車
は
水
素
の
運
搬
方
法
に
、
バ
イ

オ
燃
料
は
資
源
量
に
各
々
課
題
が

あ
り
、
車
両
の
入
れ
替
え
普
及
に

1
0
年
以
上
の
時
間
が
か
か
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
大
量
普
及
が
も
っ
と
も
有
望

な
シ
ナ
リ
オ
に
な
る
と
判
断
し
た
。

　
長
期
目
標
年
に
向
け
て
は
、
将

来
像
の
不
確
実
性
の
幅
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
。
低
炭
素
社
会
お
よ
び

交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
対
策
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
た
ず
ね
た
。
図
３
に
示
す

と
お
り
、
意
見
が
共
通
し
た
も
の

は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
を
示
す
基

盤
と
な
る
も
の
と
し
て
整
理
し
た
。

意
見
が
分
か
れ
た
も
の
は
不
確
実

性
が
高
く
、
異
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
に

導
く
可
能
性
が
あ
る
要
因
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
低
炭
素
化
の
施

策
と
し
て
、
税
制
誘
導
や
道
路
財

源
に
よ
る
公
共
交
通
整
備
、
環
境

を
流
行
に
す
る
必
要
性
が
共
通
し

て
指
摘
さ
れ
た
。
一
方
、
社
会
情

勢
は
、
原
油
価
格
、
移
民
、
ア
ジ
ア

経
済
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
。
交
通
の
将
来

像
は
、
移
動
の
長
さ
・
速
さ
へ
の

ニ
ー
ズ
、
居
住
の
好
み
、
資
源
循
環

の
範
囲
、
燃
料
電
池
車
の
普
及
可

能
性
に
よ
っ
て
、
大
き
く
異
な
る

も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注

４
）
。

＠
2
0
2
0
年
シ
ナ
リ
オ

　
現
収
の
ト
レ
ン
ド
を
延
長
し
た

Ｂ
ａ
Ｕ
(
B
u
s
i
n
e
s
s

a
sU
s
u
a
l
＝

現
状
維
持
）
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
2
0

2
0
年
に
1
9
9
0
年
比
＋
8
％

の
排
出
と
な
る
。
2
0
2
0
年
時

点
に
乗
用
車
新
車
の
全
て
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
で
供
給
で
き
る
よ
う

に
生
産
設
備
を
前
年
比
１
・
２
倍
の

ペ
ー
ス
で
増
強
し
、
乗
用
車
の
4
0

％
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
置
き
換

え
る
H
E
V
（
H
y
b
r
i
d
E
l
e
c
t
r
i
c

V
e
h
i
c
l
e
=
Ｈ
Ｅ
Ｖ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
）
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
9
0
年

比
－
３
％
の
排
出
と
な
る
。
さ
ら

に
、
十
分
な
削
減
量
を
得
る
た
め
、

交
通
量
を
1
0
％
抑
制
す
る
対
策
を

追
加
し
た
場
合
、
¦
1
0
％
の
排
出

と
な
る
。

　
な
お
、
将
来
交
通
量
は
国
土
交

通
省
の
2
0
0
8
年
版
将
来
交
通

需
要
予
測
を
用
い
た
。
2
0
0
3

年
版
の
需
要
予
測
で
は
、
約
1
0
％

大
き
い
値
が
予
測
さ
れ
て
い
た
た

め
、
Ｂ
ａ
Ｕ
シ
ナ
リ
オ
で
＋
1
8
％

と
な
り
、
前
年
比
倍
増
の
Ｈ
Ｅ
Ｖ

生
産
設
備
を
整
備
し
、
2
0
1
0

年
以
降
の
乗
用
車
新
車
は
全
て
Ｈ

Ｅ
Ｖ
に
置
き
換
え
、
2
0
2
0
年

時
点
に
乗
用
車
の
約
8
0
％
が
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
に
置
き
換
わ
る
Ｈ
Ｅ

Ｖ
シ
ナ
リ
オ
で
＋
-
Ｏ
％
の
排
出
量

と
な
っ
て
い
た
。
需
要
予
測
見
直

し
に
よ
り
、
大
幅
削
減
の
達
成
は

よ
り
容
易
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
従
来
型
車
両
の
技
術
的
改
善
等

に
つ
い
て
は
、
Ｂ
ａ
Ｕ
シ
ナ
リ
オ
、

対
策
シ
ナ
リ
オ
で
考
慮
し
た
が
、

バ
イ
オ
燃
料
の
導
入
に
関
し
て
は

不
確
実
性
が
高
い
た
め
、
シ
ナ
リ

オ
に
入
れ
て
い
な
い
。
バ
イ
オ
燃

料
の
1
0
％
混
合
等
が
可
能
に
な
っ

た
場
合
は
、
2
0
2
0
年
時
点
で

1
9
9
0
年
比
－
2
0
％
の
シ
ナ
リ

オ
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

⑦
2
0
5
0
年
ビ
ジ
ョ
ン

　
地
域
特
性
を
反
映
し
た
多
面
的

な
対
策
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
大
幅

削
減
を
達
成
す
る
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
た
。
地
域
分
類

は
、
三
大
都
市
圏
と
非
三
大
都
市

圈
の
そ
れ
ぞ
れ
を
1
0
万
人
以
上
と

1
0
万
人
未
満
の
人
口
規
模
の
自
治

体
に
分
け
た
４
区
分
と
し
た
。
対

策
は
７
項
目
に
分
類
し
た
。
ま
た
、

貨
物
交
通
に
つ
い
て
は
、
地
域
分

類
の
代
わ
り
に
距
離
帯
別
に
分
類

し
た
。

　
図
４
、
５
の
通
り
、
地
域
分
類
別

対
策
に
つ
い
て
、
０
～
３
割
の
削

減
量
を
見
込
み
、
人
口
減
少
も
含

め
た
全
体
と
し
て
7
0
％
減
と
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と

つ
の
例
で
あ
り
、
不
確
実
性
の
幅

に
応
じ
て
技
術
革
新
重
視
か
ら
行

動
変
化
重
視
ま
で
多
様
な
組
合
せ

が
あ
り
う
る
。
な
お
、
削
減
量
等

は
随
時
見
直
し
を
し
て
お
り
、
よ

り
実
現
し
や
す
い
組
合
せ
を
目
指

し
て
い
る
。

　
な
お
、
2
0
5
0
年
に
7
0
％
削

減
に
い
た
る
た
め
に
は
、
2
0
2

0
年
に
は
－
1
4
％
程
度
を
達
成
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。
一
定
率
の
削
減
の
ペ
ー

ス
で
の
到
達
が
可
能
と
な
る
。
2

0
5
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
は
不
確
実
性

が
大
き
い
た
め
到
達
の
シ
ナ
リ
オ

を
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
小
型
電
動
車
両
の
開
発

と
公
共
交
通
が
使
い
や
す
い
土
地

利
用
の
促
進
は
中
長
期
的
に
必
要

な
施
策
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
あ

た
っ
て

　
2
0
0
8
年
度
に
交
通
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
会
合
に
参
加
し
た
。
一
回
目

の
会
合
に
お
い
て
、
脱
温
暖
化
研

究
の
紹
介
と
期
待
を
述
べ
る
機
会

が
与
え
ら
れ
た
。
先
述
し
た
脱
温

暖
化
2
0
5
0
研
究
の
紹
介
に
加

え
て
、
滋
賀
県
の
持
続
可
能
社
会

ビ
ジ
ョ
ン
や
つ
く
ば
市
の
環
境
モ

デ
ル
都
市
提
案
の
策
定
に
関
わ
っ

た
際
に
感
じ
た
反
省
を
踏
ま
え
て
、

以
下
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

①
大
幅
削
減
を
目
指
す

　
し
ば
し
ば
「
す
ぐ
で
き
る
こ
と
」

が
重
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
大
幅
削
減
で
き
る
だ
ろ

う
か
？
思
い
切
っ
た
対
策
へ
方
向

転
換
す
る
意
思
を
行
政
が
明
確
に

持
た
な
い
と
、
結
果
と
し
て
削
減

図３　ビジョンの方向性

（
注
４
）

　
松
橋
啓
介
、
工
藤
祐
揮
、
森
口
祐
一
「
交

通
部
門
に
お
け
る
Ｃ
０
２
排
出
量
の
中
長

期
的
な
大
幅
削
減
に
向
け
た
対
策
」
地
球
環

境
、
1
2
（
２
）
、
１
７
９
～
１
８
９
（
2
0

0
7
）
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で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　
大
幅
削
減
を
前
提
と
し
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
低
炭
素
に
向
け
た
取

り
組
み
で
は
無
く
な
る
。
時
間
の

か
か
る
政
策
に
、
早
期
に
着
手
し

て
、
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
2
0
0
8
年
に
は
、
Ｇ
８

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

低
炭
素
社
会
が
サ
ミ
ッ
ト
の
議
題

に
上
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
企
業

に
と
っ
て
コ
ス
ト
要
因
だ
っ
た
環

境
対
策
が
、
経
済
活
動
の
前
提
条

件
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
行
政
も

同
じ
変
化
を
感
じ
た
だ
ろ
う
か
。

②
無
理
な
く
や
る
Ｉ
そ
の
た
め
に

　
全
部
や
る

　
多
面
的
な
取
り
組
み
は
、
手
間

が
か
か
っ
て
面
倒
な
よ
う
に
思
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
簡

単
に
大
幅
削
減
を
で
き
る
単
一
の

施
策
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
マ
イ

ナ
ス
６
％
に
苦
労
す
る
こ
と
は
無

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
低
炭
素
に
向

け
て
は
、
新
た
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

　
特
に
、
短
期
、
燃
費
改
善
、
低
炭

素
燃
料
、
意
識
、
交
通
体
系
な
ど
の

相
対
的
に
や
り
や
す
い
と
目
さ
れ

て
い
る
対
策
だ
け
で
な
く
、
な
か

な
か
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
の
無
い

中
長
期
、
交
通
需
要
（
回
数
、
距
離
）

削
減
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
（
輸
送
手

段
の
転
換
）
、
積
載
率
改
善
、
経
済

的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
地
域
（
土
地

利
用
）
構
造
に
つ
い
て
、
本
格
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
交
通
シ
ス
テ
ム

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

４

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
参
加

し
て

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
参
加
し

て
感
じ
た
反
省
点
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

①
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
本
部
の

　
役
割

　
環
境
部
局
に
留
ま
ら
な
い
市
全

体
の
取
り
組
み
に
位
置
づ
け
た
こ

と
は
極
め
て
効
果
的
と
感
じ
ら
れ

た
。
特
に
、
外
部
の
人
材
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
の
強
力
な
後
押

し
と
な
り
う
る
。
し
か
し
、
会
合

が
進
む
に
つ
れ
て
、
事
業
本
部
の

発
言
が
少
な
く
な
り
、
政
策
、
予
算
、

評
価
を
低
炭
素
化
の
観
点
か
ら
全

般
的
に
見
直
す
と
い
う
構
え
か
ら
、

環
境
対
策
的
な
内
容
に
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。

②
削
減
見
込
み
量
の
推
計

　
削
減
見
込
み
量
の
見
積
も
り
が

後
回
し
に
な
っ
て
い
た
。
大
ま
か

な
試
算
は
先
に
済
ん
で
い
る
前
提

で
、
具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ

で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
内
容
に
落
と
す
に
あ

た
っ
て
、
削
減
見
込
み
量
を
外
し

て
し
ま
う
と
、
低
炭
素
社
会
ら
し

さ
が
骨
抜
き
に
さ
れ
た
従
来
の
施

策
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

く
な
る
。

　
実
現
が
比
較
的
に
困
難
な
も
の

で
も
大
幅
削
減
に
向
け
て
ま
ず
は

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
次
の
段

階
で
、
困
難
な
取
り
組
み
の
障
壁

を
取
り
除
く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
お
い
て

も
っ
と
も
重
要
な
作
業
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

③
日
常
の
仕
事
と
の
違
い

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
の
主
役
は
、

関
連
部
局
の
職
員
で
あ
っ
た
。
実

行
す
る
た
め
に
、
現
場
の
職
員
が

議
論
を
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
意
見
が
興

味
深
く
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受

け
た
。

　
一
方
で
、
低
炭
素
都
市
を
本
気

で
目
指
す
の
な
ら
ば
、
も
う
少
し

発
想
の
転
換
が
必
要
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
忙
し
い
日
常
の
業
務

の
間
に
設
定
さ
れ
た
２
時
間
の
会

合
に
お
い
て
、
予
算
の
枠
組
み
や

組
織
像
を
新
た
に
す
る
話
を
展
開

で
き
る
の
か
。
方
向
転
換
し
な
い

方
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
の
で
は

な
い
か
。
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
の
時

間
を
毎
回
取
る
必
要
が
あ
っ
だ
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
「
将
来
、
横
浜
市
が
低
炭
素
社
会

へ
の
対
応
が
遅
れ
た
と
き
に
は
、

我
々
の
責
任
が
問
わ
れ
る
。
」
と
い

う
意
識
で
作
業
で
き
て
い
た
か
。

誰
が
何
時
こ
の
作
業
を
評
価
す
る

の
か
。
各
職
員
に
と
っ
て
は
、
何

も
し
な
い
こ
と
が
得
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
で
き
る
か
で
き
な
い

か
を
今
正
し
く
判
定
で
き
る
の
か
。

現
在
や
過
去
の
考
え
方
に
縛
ら
れ

す
ぎ
て
い
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な

思
い
が
残
っ
た
。

５
－
お
わ
り
に

　
自
治
体
の
低
炭
素
対
策
を
考
え

る
非
常
に
貴
重
な
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
関
係
者
に
感
謝
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
研
究
者
集
団

で
考
え
て
き
た
低
炭
素
社
会
が
。

一
気
に
多
く
の
人
に
検
討
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
思
い
も
よ
ら
な

い
よ
う
な
進
展
が
横
浜
か
ら
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

2050年旅客交通ビジョン図４図5　2050年貨物等交通ビジョン

39■特集・脱温暖化への道


	page1
	page2
	page3
	page4

